
公表用

実施期間：令和２年８月13日（木）～９月18日（金）※追加期間～10月30日（金）
回答方法：簡易電子申請（１件FAX回答）
回答事業所数：３２事業所　※９月１日時点で３３事業所指定（１事業所休止中）

事業所の定員について
放課後等デイサービス事業の定員は何人ですか。

利用契約児数について
8月1日時点での利用契約児数は何人ですか。

全体

総定員数と総契約児数の比較

※総契約児数は総定員数の約2.5倍に上る。

放課後等デイサービスに関するアンケート【事業所】

総定員数 総契約児数
351人 889人

10人未満

9%（3事業所）

10～19人

88%（28事業所）

20人以上

3%（1事業所）

10人未満

6%（2事業所）

10～19人

19%（6事業所）

20～29人

47%（15事業所）

30人以上

28%（9事業所）



公表用

定員規模別

年齢構成について
年齢構成についてお答えください。

定員10人未満

定員10～19人

定員20人以上

小１～小３

38%、334人

小４～小６

34%、298人

中学生

16%、147人

高校生

12%、108人

10～19人

67%（2事業所）

20人以上

33%（1事業所）

10人未満

7%（2事業所）

10～19人

14%（4事業所）

20～29人

50%（14事業所）

30人以上

29%（8事業所）

20人以上

100%（1事業所）



公表用

手帳等について
利用契約児の所持している手帳等についてお答えください。※重複あり

所属学校について
利用契約児が所属している学校についてお答えください。

特別支援学校

43%（383人）

特別支援学級

48%（423人）

その他（通常級）

9%（83人）

身体障害者手帳1級, 95人

身体障害者手帳2級, 11人

身体障害者手帳3級, 5人

身体障害者手帳4級, 1人

身体障害者手帳5級, 11人

身体障害者手帳6級, 2人

身体障害者手帳7級,0 人

療育手帳A, 177人

療育手帳B, 260人
精神障害者保健福祉手帳1級, 2人

精神障害者保健福祉手帳2級, 32人

精神障害者保健福祉手帳3級, 14人

その他（所持なし）, 311人未確認, 20人



公表用

重症心身障害児について
利用契約児のうち重症心身障害児の人数をお答えください。

※６事業所で受入

医療的ケア児について
利用契約児のうち医療的ケア児の人数をお答えください。

※３事業所で受入

平均利用児数について
１日あたりの平均利用児数をお答えください。※今年4月～７月までの平均

8.7人

定員規模別

定員10人未満

重症心身障害児 合計54人

医療的ケア児 合計17人

総平均利用児数

定員10～19人

定員20人以上

10人未満

69%(22事業所）

10～19人

28%（9事業所）

20人以上

3%（1事業所）

5人未満

67%（2事業所）

5～9人

33%（1事業所）

10人未満

68%（19事業所）

10～19人

32%（9事業所）

20人以上

100%（1事業所）



公表用

他の事業所との併用について
利用契約児のうち他の放課後等デイサービス事業所と併用している人数を教えてください。

合計 439人

放課後児童クラブとの併用について
利用契約児のうち放課後児童クラブと併用している人数を教えてください。

合計 63人

併用の理由

母親の仕事等により平日の放課後に自宅以外で過ごす場所が必要であるがどこでもよいと
いうことではなく、子どもの特性について理解がある場所で過ごすことを望んでいるため

営業時間内の送迎が困難な為。 
日中帯親が仕事の為。
小学生の時からの継続
・様々な人との交流 
・当事業所の利用は中学生までのため、その先を考えての利用
・保護者の就労等の理由で、月～金といった帯での利用を希望しているため。 
・それぞれの事業所の特徴を踏まえ、様々な療育を幅広く経験させたいという保護者ニー
ズから。

・月～金での利用が難しいため。

子どもの為に通わせたい、共働きや兄弟関係など家庭の事情、自宅の過ごし方に困っているため

親御さんが就業しているため
保護者が就労しているため。（両親・ひとり親）
一事業所のみの利用ができないため

10人未満

31%（10事業所）

10～19人

50%（16事業所）

20人以上

19%（6事業所）

0人

31%（10事業所）

１～４人

53%（17事業所）

5人以上

16%（5事業所）



公表用

時間延長の利用について
利用契約児時間延長で利用している人数をお答えください。

合計 20人

児童クラブを利用しているかは把握出来ておりません。
他放デーを利用している目的としては利用者の居場所作り、成功体験を増やす目的

・片親で放課後、１人で過ごすことが困難なため 
・目的別で事業所利用を組み立てている

・（障がい特性のため）放課後児童クラブ常時いられない 
・放課後等デイサービスの利用機会を増やしたい 
・活動内容の違う放課後等デイサービスを利用したい
両親共働きのため
保護者が就労のため 
本人の療育の必要性
両親共に仕事をしており、放課後等デイサービスの利用を毎日希望されているが、一つの
事業所で毎日利用する事が難しい。

親が就業しており、預け先が無いため。 
療育内容の違いや一つの事業所では希望の利用日数の利用ができないため

・両親が共働きで放課後過ごす場所として利用 
・目的別で事業所利用を組み立てている

・運動する機会をつくりたい 
・家庭の状況をふまえ、放課後等デイサービスと学童を両立させて生活の安定をはかりた
い

・放課後、一緒に過ごせる人がいない 
・経験値を増やすため 
・目的別で事業所利用を組み立てている
・両親が共働きで１人で過ごすことが困難 
・目的別で事業所利用を組み立てている

・親が仕事をしていて見てくれる場所がない。 
・放課後等デイサービス等に空きがない。

母子家庭の為、下校時、家族の協力が困難なことにより、併用していることが多いです。
サービス時間が短いため
保護者就労の為

0人

91%（29事業所）

1～9人

6%（2事業所）

10人以上

3%（1事業所）



公表用

利用契約について
今年４～６月までの間に、契約児数や定員の超過等を理由として利用契約を
断ったことはありますか。

定員規模別

定員10人未満

定員10～19人

定員20人以上

ある

19%（6事業所）

ない

81%（26事業所）

ない

100%（3事業所）

ない

82%（23事業所）

ある

18%（5事業所）

ある

100%（1事業所）



公表用

上記で「ある」と回答した事業所で、今年4月～7月までに断った件数は
何件ですか。

合計 33人

定員規模別

定員10～19人

定員20人以上

1～9人

83%（5事業所）

10人以上

17%（1事業所）

5件未満

60%（3事業所）

5件以上10件未満

40%（2事業所）

10件以上

100%（1事業所）



公表用

順番待ちの人数について
契約児以外で順番待ちの方は何人いますか。

170人

定員規模別

定員20人以上

合計待機人数

定員10人未満

定員10～19人

0人

44%（14事業所）

1～9人

31%（10事業所）

10人以上

25%（8事業所）

0人

100%（3事業所）

0人

39%（11事業所）

5人以下

14%（4事業所）5人以上10人未満

22%（6事業所）

10人以上

25%（7事業所）

10人以上

100%（1事業所）



公表用

事業所の地域について
放課後等デイサービス事業所の新規事業所が必要だと考える地域について
選択してください。（複数選択可）

その他の詳細
田村町
（昨年は守山小学校の学区の保護者様からお問い合わせを多数いただきました）

旧郡山東部（芳賀・

小原田など）,

8事業所

旧郡山西部（駅前・大島・久留米・菜根・開成など）, 

5事業所
富田町, 5事業所

大槻町, 4事業所

安積町, 3事業所

三穂田町, 7事業所

逢瀬町, 5事業所

片平町, 4事業所

喜久田町, 10事業所

日和田町, 8事業所

富久山町, 2事業所

湖南町, 8事業所

熱海町, 5事業所

田村町, 13事業所

西田町, 5事業所

中田町, 6事業所

緑ケ丘・東部地区,

18事業所

その他, 1事業所


